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思考力・判断力・表現力をはぐくむ授業への改善

岡山県立津山商業高等学校指導教諭　笠木　秀樹

１．はじめに

　高等学校学習指導要領において，改善の大きな柱
として示されているのが，「言語活動の充実」であ
る。各教科・科目等における言語活動の位置付けと
しては，言語活動そのものを行うことが目的ではな
く，教科目標達成のための手段である。つまり，言
語活動により授業を捉え直し，工夫を凝らし改善す
ることが求められている。そこで本稿では，実学の
視点に立って，生徒の思考力・判断力・表現力をは
ぐくむ観点から，言語活動を取り入れた形の指導に
ついて，実践事例を紹介していきたい。

２．授業の改善への取り組み

　生徒の現状を考えるとき，落ち着いてはいるが，
自分の考えを自信を持って表現することや自主的に
物事に取り組むことを苦手とする生徒が年々増えて
いるように感じる。
　そこで，知識の定着を図り，思考力，判断力，表
現力をはぐくむ授業の取り組みとして，改善の柱に，
言語活動を捉え，グループによる小集団づくりの要
素を含めた実践を繰り返してきた。

３．グループによる授業展開

　グループによる学習は，学習効果を高める学習形
態としてこれまでも数多くの研究がおこなわれ，実
践的な力や協調性，コミュニケーション能力を向上
させる効果がみられる。近年は「学び合い」を授業
に導入しているケースも少なくない。また，企業で
は小集団を組み，職場や業務の改善に取り組んでい
る点に注目したい。
　グループによる学習形態は，①ある一つのテーマ
に対して自由な発想で意見を出し合い，意見交換を
行うことができる。②当事者意識をもって問題解決
に取り組むため，自立性が向上できる。③問題解決
の課程における行動や振りかえりを行うことにより，

知識の定着に極めて有効であり，生徒自らが主体的
に授業に参加するようになる。と考えられる。

写真１　グループによる学習の様子

ビジネス経済応用「企業の社会的責任」1）

　この教材は，アパレルメーカーで岡山市に本社を
置く株式会社クロスカンパニーの社会貢献活動を取
り上げ，会社案内（CSR レポート）を用いて，企
業の社会的責任について，グループで考えさせるも
のであり，指導と評価の内容は次のとおりである。

ねらい・学習活動 評価規準・観
点・評価方法

【ねらい】 企業活動が社会に及ぼす影響に責任を持つ
ことの重要性について，具体的な事例を考
察し，理解を深める。

■ 新聞記事・経済同友会の CSR の必
要性の統計資料により，社会的責任
の重要性が高まっていることを確認
させる。

・ 新聞記事・CSRの必要性の統計資
料から必要な情報を読み取らせ，
気づいたことをワークシートにま
とめさせる。

■ 「クロスカンパニー」の CM を見
て，会社をイメージさせ，会社案内
から，CSR の内容をワークシート
にまとめ，発表する。

・ 会社案内から，CSR の内容をワー
クシートにまとめさせ，内容につ
いて適宜発問し確認させる。
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・ CSR の内容をまとめたものを示
し，再確認させる。

グループで話し合う。
■ 「社会にとって良いことが，会社に

とって良いことである」という仮説
について，「株式会社　クロスカン
パニー」の事例から討論し，それを
踏まえて自己の考えをワークシート
にまとめる。

・「事例は何が良いことか」を消費
者，地域社会，従業員，株主の４
つの視点から考えさせる。

・机間指導によって各グループに対
して適宜助言する。

・企業活動が社
会に及ぼす影
響について，
さまざまな観
点 か ら 考 察
し，討論を通
して思考を深
め，その重要
性を適切に判
断し，導き出
した考えを表
現している。

【思考・判断・
表現】

（ワークシー
ト）

■ 会社は，「儲けること」が目的な
ら，「社会にとって良いことが，会
社にとって良いことである」という
仮説は相反することではないかと問
題提起について，討論し，その内容
をグループごとに発表する。その
後，自分の考えをワークシートにま
とめる。

・企業活動が社会に及ぼす影響が大
きいことに注目させて，討論さ
せ，まとめさせる。

・話し合った内容をグループごとに
発表させ，発表内容を P.F. ドラ
ッカーの理論等により補足しまと
める。

■ 討論を踏まえて，企業の社会的責任
とは何か，なぜ重要かについて，キ
ーワードを用いて，まとめ，発表す
る。

・次のキーワードを示し，キーワー
ドと A ３用紙を配布し，机上で
まとめさせる。
環境，社会貢献，企業市民，社会
的責任，利害関係者

■企業の社会的責任について確認する。

・近江商人の「三方よし」の理念を
紹介し，企業の社会的責任の現代
的意義を示すことでまとめとする。

４．新聞を教材とした授業展開

　学習指導要領によれば，「ビジネス経済」の指導
に当たっては，「経済事象を主体的に考察できるよ
うにすることが大切である。」として，新聞や放送，
インターネットなどを活用することによって日ご
ろから経済に興味・関心をもたせ，経済社会の動
向に注目させるとしている。

　そこで，速報性，多様性，記録性など新聞がもつ
情報の特性を授業に活用することで，学習の視野を
広げ，授業改善の新たな視点がえられると考えられ
る。

写真２　討論を主とする授業の様子

ビジネス経済
　この教材は，新聞記事を教材として身近な話題か
ら経済を学ぶものであり，新聞記事等によって経済
社会の動向に着目させ，経済事象を主体的に，理解
し深化させる教材であり，指導と評価の内容は次の
とおりである。
　考えをまとめるためのワークシート（資料１）や
教室の配置にも写真２のように討論しやすい工夫を
している。

ねらい・学習活動 評価規準・観
点・評価方法

【ねらい】 新聞により，経済社会の動向に着目し，具
体的な経済事象について討論し，経済理論
と関連付けて，理解を深める。

■ 新聞に関連する写真を見て，気づい
たことを発表する。

・ 新聞に関連する写真を示し，本時
への興味・関心を高めさせる。

■ 新聞記事を読み，段落ごとにポイン
トに下線を引く。その中から５つの
ポイントを選び，ワークシート（資
料１）に記入する。

・ 新聞記事を段落ごとに音読させ，
ポイントを発表させ，下線を引か
せる。

・ ポイントの中から重要と思われる
５点を選ばせ，ワークシートに記
入させ，内容の理解を促す。

■ 新聞記事と経済理論を関連付けて確
認する。

・ 経済理論と関連付けて説明し，理
解を深め，討論の活性化につなげ
る。
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与えられたテーマによって考えをまと
め発表する。
■ ポジショニングマップにより分けら

れた４つのポジションに自己の考え
を付箋で示す。

■ 自己の考えを発表するとともに，他
のポジションの考えと比べて全員で
討論する。

・ 新聞記事よりテーマを与え，ポジ
ショニングマップを説明する。

・ 自己の考えを付箋で黒板に明示で
きていない生徒には，直接説明し
て理解を促進させる。

・ 自分の考えを他者との比較をとお
して発表させ，板書する。

・ 円滑に進行できるよう生徒の意見
に対して，適宜，意見や補足的な
解説などを加える。

・与えられたテ
ーマについて
思考を深め，
基礎的・基本
的な知識と技
術を基に，ビ
ジネスの諸活
動に携わる者
として適切に
判断し，導き
出した考えを
適切に表現し
ている。

【思考・判断・
表現】

（ワークシー
ト）

■ 討論を振りかえり，与えられたテー
マについて考えをワークシートにま
とめるとともに，経済の仕組みや概
念についてまとめる。

・ 討論を振りかえり，自己の考えを
ワークシートにまとめさせる。

・ 机間指導しながら，簡単な補足情
報を追加して，まとめを促進させ
る。

・新聞に関連す
る経済の基礎
的・基本的な
知識を身に付
け，経済の仕
組みや概念に
ついて理解し
ている。

【知識・理解】
（ワークシー
ト）

ワークシートＮｏ. 
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資料１　新聞活用ワークシート

５．ケース教材による授業展開

　ケース教材による学習は，企業の事例をケースと

して取り扱うので，実践的に学習するなかで，課題
の発見や適切な行動が期待でき，討論の中で生徒の
能力を引き出し，多様な視点を学ぶことができる。
つまり，学習指導要領に示されている具体的なビジ
ネスと結びついた知識，ビジネスの諸活動に取り組
む創造的な能力と実践的な態度が育成されると考え
られる。

商品開発「商品開発の方針とテーマの決定」
　この教材は，ポテトチップスの新製品の開発事例
を使ってヒットした製品について取り上げた自作の
ケース教材（資料２）を活用して，既存の商品と新
商品を考察し，示された課題である新製品のターゲ
ット層を討論して，決定するという製品開発の方針
決定について考えさせるものであり，指導と評価の
内容は次のとおりである。

�ーケテ�ングケース教材 

ポテトチップスつう 

あなたは，ポテトチップスの新製品の開発に成功した。 

このポテトチップスは，今までほぼ独占していたポテトチップス市場にとって画期的な商品だった。 

あなたはこの画期的な商品を誰に売りに行くべきかを決めなければならなかった。 

 

Ⅰ カルビーの挑戦 

 

[ポテトチップス市場] 

1993 年がポテトチップス市場のピークで，その後ゆるやかに市場は縮

小しはじめた。その後の 2000 年代は横ばいが続いている。 

 カルビーのポテトチップスがグループの売り上げに占める割合は

38％。ポテトチップス市場のシェア 65％をにぎるあなたの会社にとって

はそのままほうっておくと，業績悪化というとんでもない結果を引き起

こすことになるのではないのか。 

 

出所:日本スナック・シリアルフーズ協会（2011）より作図 

 

これまでも人気のフレーバーで発売したり，別ブランドを開発したり試行錯誤を繰り返しているもの

の大ヒットには至っていない。どうすれば，ポテト系スナックの販路が拡大できるか。 

さて，社長のあなたはどのようなセールスポイントで，どのような商品を売り出したらいいだろうか。 

 

 

本ケースは，岡山県立津山商業高等学校指導教諭 笠木秀樹によって作成された。本ケースは，経営管理の巧拙を記述するものでは

なく，クラス討議のための資料としてつくられた。なお，高校生用に１教材、５０分で討議できるように作成されている。   

本ケース開発にあたっては，カルビー株式会社，およびサッポロファインフーズ株式会社の経営報告資料から多くの情報を得た。記

して感謝したい。２０１１年９月 

Ⅱ 新規参入の挑戦者「サッポロファインフーズ」 

 

[新製品「ポテかるっ」] 

 あなたの会社は，ポテトチップス市場に新規参入した。発売するのは，油で揚げて

ないポテトチップス「ポテかるっ」。健康意識が高まるなかで，独自のノンフライ製法

で油分の 72％をカットした商品だ。油で揚げない製法で作ったポテトスナックはこれ

までにもあったが，生のジャガイモを使うのは初めての画期的な商品だ。新規参入で

は，市場に新たな軸を打ち出さなければならない。 

「ポテかるっ」は，美味しさや食べ応えをそのままにノンフライ製法を実現し，カ

ロリーが気になる方でも安心してお楽しめる。「新しく，楽しく，そして自然な食生活を」という企業理

念のもと，自然のままの味を生かして「新しさ」「楽しさ」を感じていただける

新しい価値を提案していく。たとえば「ポテかるっ」は，一袋全部食べても

138kcal。この低カロリーを実現するのは，サッポロファインフーズ商品の大き

な魅力であり，そのヒミツは，油で揚げずに遠赤ローストでサクッと焼き上げ

る製法にある。手に油がつきにくいのも，うれしい特徴の一つである。 

  

[カルビーのポテトチップスとの比較] 

                       出所：新製品バトル「ポテトチップス」（2009.4.23）日本経済新聞より作図 

 

[新商品のメインターゲットは誰か??] 

あなたはこの商品を，誰に向けて売るかを考えなければならなかった。いずれはすべての人に買って

もらうにしても，子ども，女性，中年男性のいずれかに絞り込んで営業を進める必要があった。 

「ポテかるっ」の魅力は何といっても 1袋で 138 キロカロリーというカロリーの低さだろう。通常の

ポテトチップスは 1袋で 400～500 キロカロリーあるから、圧倒的な開きがある。油で揚げてない分、従

来のポテトチップスと比べて軽いのも特徴。1 袋 33g は，通常のポテトチップスの半分程度だ。そのほ

とんどが油の差と思う。「油で揚げてないので，手に油がつきにくいのも「ポテかるっ」ならでは。オフ

ィスワーカーがパソコンを使いながら食べるシーンも想定しているが，通常のポテトチップスのように

マウスに油が付着する心配がない。だから子どもに食べさせても安心だとも考えられる。 

今まで主にポテトチップスを食べるのは 10 代～20 代の男女だが，メインターゲットを誰に絞るか。

20 代～40 代の女性か。女性だけじゃなく中年男性も引かれてしまう魅力もあり、子どもに食べさせても

安全ではないだろうか。  

さて，あなたはこの画期的な商品を子ども，女性，中年男性の誰から販売していくべきだろうか。 

��������������  製品要素 ����� 

塩味に特徴 完成度が高い 

食感、のどの通りがいいわ 
あじわい（品質） 

食感が軽い、味にコクがない 

食べごたえ感が弱い 

製品ロゴ、昔から変わらないデザイン

安心感がある。見飽きない工夫 
袋デザイン 

視認性を高める色彩 

コントラストが目を引く 

６０ｇ 370cal １４８円     容量・価格 ３３ｇ 138cal １５８円 

慣れ親しんできた ネーミング 「かるっ」はいい表現 

グラム当たり塩分は半分 表示 低カロリーをインパクトに 

老舗（後発メーカー） 商品ブランド 新参 

新鮮さが売り 賞味期間 長い 

資料２　自作のケース教材

ねらい・学習活動 評価規準・観
点・評価方法

【ねらい】 商品のライフサイクルや競争上の位置付け
を明確にして基本的な商品開発の方針を決
定することについて，具体的な事例を考察
し，提案する能力を育てる。

■ ポテトチップスに関心を持ち，製品
を挙げる。

・ポテトチップスを示し，興味を
喚起して，製品を挙げさせる。

・ ポテトチップスの製品とともに，
「カルビーの成長の歴史」によっ
て，商品のライフサイクルや競
争上の位置付けをデータで示
し，明確にし関心を喚起する。
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グループで話し合う。
■ 商品開発の方針決定に関するケース

教材を読み，既存の商品と新商品を
比較・検討し，新製品のセールスポ
イントを確認する。その資料をもと
に商品開発の方針について，新商品
のターゲット層に着目してグループ
で討議し，それを踏まえて自己の考
えをワークシートにまとめる。

・ ケース教材「新規参入の挑戦者」
を説明し，課題を確認させる。

・ 従来品との比較をとおして，新製
品のセールスポイントを確認し，
市場への影響をまとめさせる。な
お，商品が入手できれば，準備し
実際に試食することで実感させる。

・ 製品要素の観点から，最適なター
ゲット層について討論させ，ワー
クシートにまとめさせる。

・ 必要に応じて，商品状況等を示し
て論議を深めさせる。

■ グループごとに討論した最適なター
ゲット層を発表するとともに，３者
の立場に注目して，さらに全体で討
論し，論議を深める。

・ ３者それぞれの立場から，比較
し，最適なターゲット層を絞るこ
とができるように討論を促す。

・ 商品開発の方
針を決定する
ために思考を
深め，ビジネ
スの諸活動に
携わる者とし
て，新商品の
ターゲットを
適 切 に 判 断
し，表現する
創造的な能力
を身に付けて
いる。

【思考・判断・
表現】

（ワークシー
ト）

■ 話し合いの内容をまとめ，最適なタ
ーゲット層を絞り込み，自己の考え
をワークシートにまとめる。

６．成果と課題

　調査の結果，思考力・判断力・表現力をはぐくむ
授業は，有意に向上していることを示している。学
習後は学習前に比べて，グループによる学習集団で
は，「発表する」，「話し合う」，「意見を述べる」，

「論理的に考える」の４項目に有意な差がみられた。
また，新聞による学習集団では，「意見を聞く」，

「意見を述べる」，「話し合う」，「探究する」，「まと
める」，「討論する」の６項目が，そして，ケース教
材による学習集団では，「討論する」，「意見を聞く」，

「論理的に考える」，「まとめる」，「意見を述べる」，
「探究する」の６項目に有意な差がみられた。2）

　このことは，生徒自身が「自分の考えをまとめ述
べることができた。」という満足感や自信をもたら
すと同時に「論理的に考える」，「探究する」という
思考力の育成につながった。また，主体的な関わり
や意欲の向上という観点からも効果的であったと考
えられる。

　これらの取り組みは，決して新しい取り組みばか
りではないということである。ただ，思考力・判断
力・表現力をはぐくむ観点から，われわれ教師が

「考える力を養うための言語活動である」と常に意
識することが課題であると考えられる。意識するこ
とによって，自分の考えをワークシートに書かせる
ような活動を付け加えたり，授業で簡単な問いを投
げかけ答えさせたりするなど発問の仕方を工夫する
だけでも言語活動は取り入れられる。それによって，
教える内容が同じでも，おのずと発問の仕方や教材
の作り方が変わり，授業の質も向上すると思われる。

７．まとめとして

　「答えは一つじゃない」と生徒に問いかける。社
会に出て大きな問題に直面したとき，そこには正解
はなく，多面的な観点から問題を眺め様々な情報や
証拠を用いた高度な判断をして，一番効率のいい最
適な答えを出す必要があるからだ。
　思考力・判断力・表現力をはぐくむ授業によって，
生徒が自ら考え，人にわかるように説明し，生徒同
士で考えを共有し，深め合うことで，教科商業の内
容に対する理解がさらに深まり，興味・関心が高め
られる。その結果，教科目標に近づくと考えられる。
そして，なにより，生徒にどのような力を身に付け
させたいかが明確になり，より焦点を絞った指導が
可能になるからだ。授業の改善はわれわれ教師自身
の「意識」を変えることからはじまる。

参考文献
・文部科学省（2010）「高等学校学習指導要領解説　商業編」
・国立教育政策研究所教育課程研究センター（2012）「評価規

準の作成，評価方法等の工夫改善のための参考資料（高等
学校　専門科目商業）」

注
１） 科目名，学習内容，評価規準等は，旧学習指導要領によ

り実施したものを，新学習指導要領に準じて作成したも
のである。

２） 「学習について身に付いたもの」（本校昨年度調査・自由
記述）より，グルーピングした上位 10 項目（読む，まと
める，発表する，話し合う，討論する，批評する，意見
を書く，意見を述べる，探究する，論理的に考える，伝
える）を選出。10 項目について，３つの学習集団（グル
ープによる学習集団，新聞による学習集団，ケース教材
による学習集団）を対象に，本年度，学習前（４月）と
学習後（６月末）に調査を行った。なお，文中の項目名
の表記は，有意差のある項目について，その結果が高い
率を示す順に記述している。
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